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角島灯台および関連施設群

国（海上保安庁）、下関市

建築

ブラントンの手がけた日本海側初の灯台。装飾
的な石肌の灯台、コロニアル様式の退息所お
よび倉庫が一群として現存している。（文献１よ
り抜粋）
明治2 年（1869）わが国最初の洋式灯台「観音
埼灯台」が横須賀に完成し、その7 年後、日本
海側最初の灯台「角島灯台」が建設されまし
た。塔の外部は徳山産の御影石、内部も花崗
岩切石で、105 段の螺旋階段が外壁と組み合
わされて堅固な造りとなり、細部にまで行き届
いた造作となっています。（文献４より抜粋）

文献１：土木学会　日本の近代土木遺産（改訂版）
文献２：土木学会　選奨土木遺産解説シート
（http://committees.jsce.or.jp/heritage/node/541）
文献３：土木学会　中国地方の選奨土木遺産（改訂版）
文献４：中国建設弘済会アーカイブス
（http://www.ccba.or.jp/archives/pdf/74.tsunoshima.pdf）

（一社）燈光会　http://www.tokokai.org/archive/history/12.html

明治初期 明治8年

英国人技師リチャード・ヘンリー・ブラントン

-

ブラントンが遺した灯台の中で、デザイン的・技術的にみて完成度が高いのは角島灯
台といわれています。（文献４より抜粋）

出典：土木学会ＨＰ


